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ペダルを外す。右ペダ
ルは正ネジなので、時
計回りで締まり、反時
計回りで緩む。工具
は6mmアーレンキーか
15mmスパナ、まれに
8mmアーレンキーを使う
ペダルもある

後ろ泥除けを分割部から
外す。アプレの場合は
オリジナルのアルプス式
分割小物を使っているの
で、ボルト1本を外すこ
とで泥除けが分割できる

左ペダルは逆ネジなの
で、反時計回りで締ま
る。（本来、ペダルは大
きな力で締め付けておく
べき部分なので、6mm
アーレンキーで作業する
場合も、長いものをオス
スメする）

分割式の場合、このよ
うにして後ろ泥除けが外
れる。外した泥除けは
誤って踏みつけないよう
に注意しよう

カンティブレーキ本体を
左右からリム側に押しつ
けてアーチワイヤーを緩
ませ、アーチワイヤーの
片側をブレーキ本体から
外す。左右とも外れるも
のもある

泥除けステイの固定部ネ
ジを軽く締めておく。こう
しておかないと輪行中に
ネジが脱落してしまう

後ろのブレーキも同様に
してアーチワイヤーを外
す。アーチワイヤーが
完全に外れてしまう場合
は、なくさないように注
意が必要

泥除け分割小物のネジ
も同様に軽く締めてお
く。しっかりフタのできる
小物入れを用意して、こ
れら小ネジ類をまとめて
入れて運ぶのもよい

後ろ泥除けのステイを左
右とも外す。環付きダ
ルマネジの場合は手で、
その他の場合は適切な
工具を使う。この場合
は3mmアーレンキーで、
ボルトを反時計回りに回
す

アーチワイヤーを外した
ことでブレーキワイヤーは
自由になっているので、
後ろのブレーキワイヤー
をフレームのアウターカッ
プから外す
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ブレーキアウターはフ
レームのアウターカップ
に引っかかっているだけ
なので、容易に外れる。
（ブレーキレバーからワ
イヤーが抜けるタイプなら
この作業は不要）

うまくやれば、後輪はス
ムーズに下に外れる。
左右の手はフレームや
ディレーラーを支え、後
輪は下に落とすようにす
る

ハンドルステムを固定し
ているボルトを6mmアー
レンキーで反時計回りに
回し、緩める。普通なら
おおよそ180 度程度回
せば緩む

チェーンはチェーンフック
に掛ける。手で掛けると
手が汚れるので、アーレ
ンキーで作業するという
手もある

ハンドルバー、ハンドル
ステム、ブレーキレバー、
ブレーキワイヤーが一体
となってフレームから外
すことができる

地面に置いた後輪の上
にフレームを重ねて置く。
まだフレームからは前輪
＋フロントフォークを外す
前だ

後輪のクイックレリーズを
CLOSE → OPENへと
起こし、後輪を外す

金属同士が接する位置
に置くとキズがつくので、
フレームやクランクはタイ
ヤサイドに当てるように
気をつける。難しければ
フレームカバー等を使う
とよい

リアディレーラーを少し
後方に動かしてチェーン
をスプロケットから離し、
後輪が下向きに外れや
すいよう、きっかけを作っ
てやるとよい

輪行袋に収めた時は、
リアディレーラー、タイ
ヤ、サドルを直線で結ん
だラインが接地すること
となる。後輪とフレーム
を重ねるときには、接地
ラインを意識して重ねよ
う
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リアディレーラーをロー側
へと手で動かしてシフトワ
イヤーを緩ませ、それを
利用してシフトアウターを
カップから外す

ヘッド小物は、なくさな
いようにフロントフォーク
に軽くネジ込んでおくとよ
い。もちろん時計回りだ

リアディレーラーからワイ
ヤーが自由になるので、
ディレーラー側からアウ
ターを抜く。こうすれば、
輪行時にアウターが地
面に接して折れ曲がるト
ラブルが防げる

これがフォーク抜き輪行
の 3ピースを重ねた状
態だ。他の輪行方式に
比べ、ズバ抜けてコン
パクトになる。当店では
このサイズ専用の輪行
袋も用意している（SL-
100s）

フロントフォークを抜くた
め、ヘッド小物を手で回
して外す（反時計回り）。
（一般的なヘッド小物な
ら32mmスパナが必要
となるが、アプレの場合
は手で回すことにしてい
る）

ハンドルバーは、うまく入
れればどこにでも入るが、
ここでは一番空間のあ
る、リアエンド部から中
に差し込む。（バーの形
状や輪行袋のサイズに
よって異なる）

すべてのヘッド小物が外
れれば、前輪はフロント
フォークまるごと抜くこと
ができる

分割して外した後ろの泥
除けは、後輪に沿わせ
て収納する。ステイはス
ポークにからませるとよい

フロントフォーク部も、輪
行完了時の接地ライン
を意識して重ねよう。フ
ロントフォーク部の向き
は、フロントキャリアにラ
イトを取り付けているかど
うかでも異なってくる

輪行袋に付属する3本
の中締めベルトで固定し
て完了。前後輪とフレー
ム、ハンドルバーを止め
ている1本に注目。フー
デットレバーの場合、こ
こでレバーも一緒に固定
する
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